
 

 

 

 

2022 年 7月 19日 

けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会 

広島県森林組合連合会 

農林中央金庫 中国営業部 

 

県産材を使用したけん玉の寄贈式およびけん玉ワークショップの開催について 

～けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会・広島県森林組合連合会・農林中央金庫の連携企画～ 

 

広島県森林組合連合会（以下、「県森連」）および農林中央金庫（以下、「農林中金」）は、

木のぬくもりや森林の大切さを広く知っていただくことで、地域産材の利用、森林資源の

循環の促進を図るとともに、地域社会への貢献を目指す国産材利用拡大活動に取り組んで

おります。 

今回、本活動の一環として、広島県廿日市市で開催される「ウッドワンけん玉ワールド

カップ廿日市 2022」（以下、「大会」）とあわせた木育活動 1支援のため、けん玉ワールドカ

ップ廿日市実行委員会（以下、「実行委員会」）と連携した企画を実施することといたしま

した。 

本企画は、大会当日に県森連および農林中金より実行委員会へ「広島県産材を使用した

けん玉」を寄贈するとともに、地域の小学生を対象としたけん玉ワークショップを開催す

るものです。また、今回寄贈するけん玉は本ワークショップおよび大会の出場選手へプレ

ゼントされることとなっています。 

つきましては、下記のとおり寄贈式を開催いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１．寄贈先 

 けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会 

 

2. 寄贈式 

（1）日 時    2022年 7月 30日(土)  11：30～12：00        

 （2）場   所  グローバルリゾート総合スポーツセンター サンチェリー 

          メインアリーナ中央舞台  （広島県廿日市市串戸 6-1-1） 

（3）出 席 者  

   けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会 

 名誉会長   廿日市市長               松本  太郎    

 
1 木育活動：「木の良さに触れた経験」を通じ、木に親しみを持ち、森林が担う役割の大切さ

への理解を深める活動。 



大会会長   廿日市商工会議所会頭          澁谷  憲和    

   実行委員長  (一社)はつかいち観光協会代表理事会長  塩田 ひとし   

特別協賛   (株)ウッドワン  取締役経理部長    野口  貴博    

広島県森林組合連合会      代表理事専務     相良 伊知郎   

   佐伯森林組合          代表理事組合長    安井  裕典    

   農林中央金庫中国営業部     中国営業第一部長   奥田  佳成    

 

3. 寄贈品 

    広島県産材を使用したけん玉                          500個 

 

4. 県森連および農林中金によるこれまでの取組み 

 県森連および農林中金は、国産材利用拡大活動として、これまでも県内の木製遊具施設

や児童館への「木のおもちゃ」寄贈等を通じて、共同で木育活動に取り組んでまいりまし

た。 

年度 場所 活動内容 

2015 

2016 

尾道市 

神石高原 

「豊かな森・川・海づくり植樹祭」ほか、各団体が実施する木育イベン

トへの協賛・後援 

2017 三次市 「みよし森のポッケ」へ県産材を利用した木製ベンチ、木製ボールプ

ール、木育紙芝居、木育テキストを寄贈。また、来場者を対象に木工教

室を開催。 

2018 府中市 児童館「府中市こどもの国ポムポム」へ、県産材を利用した木製まま

ごとキッチン、木製下駄箱、木製すのこ、木育紙芝居、木育テキストを

寄贈。また、来場者を対象に木工教室を開催。 

2019 世羅町 「せら夢公園」へ県産材を使った掲示板を寄贈。また絶滅危惧種の野

鳥「ブッポウソウ」の巣箱を作る親子木工教室実施。 

2020 東広島市 市庁舎・憩いの森公園へ県産材を使ったフォトフレームを寄贈。また

憩いの森公園にて、里山材について学ぶフィールドワーク・アロマウ

ォーターと木のスプーンづくりを実施。 

2021 安芸 

太田町 

道の駅「来夢とごうち」へ町産ヒノキを使ったベンチとコースターを

寄贈。また、道の駅利用者に対しコースターのプレゼント企画を開催。 

 

5. 本企画の背景 

 地球温暖化防止のためには、二酸化炭素などの温室効果ガスの大気中濃度を増加させな

いことが重要であり、地球上の二酸化炭素循環の中で、森林はその吸収源として大きな役

割を果たしています。国においては 2021年 10月に、2050年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする「2050カーボンニュートラル」の実現を目指す長期戦略が策定され、

森林の適切な経営管理や木材利用を進めることが、我が国の排出削減目標の達成に貢献す

るものとして位置づけられました。広島県においても、2021 年度から 10 年間の計画とし

て策定された、「第 3次広島県地球温暖化防止地域計画」の中で、広島型カーボンサイクル

構築に向けた取り組みとして、森林吸収源対策を推進することとしています。 



また、広島県ではスギやヒノキなどの戦後植林した人工林が成長し、半数以上が伐期適

期に達している一方、県内の製材用原木消費の大部分を輸入に依存していることから、県

産木材の活用を拡大する余地が残されています。 

今回の活動は、広島県産のサクラとブナを資源として有効利用し、県産材を使った木製

品の魅力を伝えることで、森林・林業に関する理解醸成や国産木材利用への関心を深めて

いただくことを目的としています。 

 

6. 本企画内容 

 県森連および農林中金は、実行委員会と連携して地域の小学生を対象としたけん玉ワー

クショップを開催し、けん玉の基本技術のレクチャーおよび、オリジナルのけん玉をデザ

インするけん玉ペイント教室を実施いたします。 

また、本ワークショップおよび大会参加者には「県産材を使用したけん玉」をプレゼン

トいたします。このけん玉は上記のとおり県森連および農林中金が寄贈するものです。本

企画を通じて、県内外からお越しいただく皆様に、県産材の香りと温もりを楽しんでいた

だけることを期待しております。 

 

＜けん玉ワークショップ内容詳細＞ 

日 時 2022年 7月 30日（土）13時～/14時～/15時～（1時間×3回実施） 

場 所 グローバルリゾート総合スポーツセンター サンチェリー 

サブアリーナ （広島県廿日市市串戸 6-1-1） 

内 容 けん玉レクチャーおよびけん玉ペイント  

対 象 小学 1～6年生（先着 100名） 

 

7. 今後の取組み 

今後も県森連および農林中金は森林の大切さの発信や、県産木材の利用拡大活動を含む

県内森林の「伐って・使って・植えて・育てる」という資源の循環利用を通じて、森林の

「国土の保全」、「水源の涵養」、「生物多様性の保全」、「地球温暖化防止」、「木材の生産」

等の多面的機能の発揮を図り、地域の振興と県民の豊かな生活づくりに貢献してまいりま

す。 

以上 

 

  

（本件にかかるお問合せ先） 

農林中央金庫 中国営業部（担当：窪庭・高濱） 

TEL：086-222-0724 

FAX：086-222-0694 

E-mail：o-eigyo2han@nochubank.or.jp 

mailto:o-eigyo2han@nochubank.or.jp


【ご参考】   

けん玉ワールドカップ廿日市実行委員会について 

住 所 広島県廿日市市本町 5番 1号 

代 表 者 実行委員長 塩田 ひとし 

設 立 年 2014年 5月 

事業内容 けん玉発祥の地、廿日市市を世界に発信し、けん玉文化の新しいスタート

としながら、海外プレーヤーとの国際親善を図り、けん玉の世界大会を新

たな観光資源にし、地域活性化を図る。 

関連 URL https://ken-dama.com 

 

株式会社ウッドワンについて 

住 所 広島県廿日市市木材港南１番１号 

代 表 者 中本 祐昌 

設 立 年 1952年 4月 

事業内容 ニュージーランドで約 4 万 ha の森林を保有し、約 30 年をかけて苗木から

木を育て、育てた木を主な原料として、住宅内装用の床材や建具、キッチン

の扉などに加工し販売。 

関連 URL https://www.woodone.co.jp 

 

広島県森林組合連合会について 

住 所 広島市中区鉄砲町 4番 1号 

代 表 者 小林 秀矩 

設 立 年 1941年 12月 

事業内容 県内 15森林組合を会員として組織されている法人であり、森林組合と一体 

となって「森づくり・地域づくり・人づくり」に貢献し、健全な森林を守り

育てるための活動を実施している。 

関連 URL http://www.hiroshima-moriren.or.jp 

 

農林中央金庫について 

住 所 東京都千代田区大手町 1丁目 2番 1号 

代 表 者 奥 和登 

設 立 年 1923年 12月 

事業内容 JA（農協）・JF（漁協）・JForest（森組）などからの出資および JAバン

ク・JF マリンバンクの安定的な資金調達基盤を背景に、会員や農林水産業

者、農林水産業に関連する企業などへ貸付を行うとともに、運用の最終的

な担い手として国内外で多様な投融資を行い会員へ安定的に利益を還元。 

関連 URL https://www.nochubank.or.jp 

 

  



廿日市市木材利用センターについて（けん玉製造元） 

住 所 廿日市市木材港北 5番 95号 

代 表 者 大野 昌治 

設 立 年 昭和 56年 3月 31日 

事業内容 子供から大人まで、さまざまな木工体験を楽しめる「木工のまち はつか

いち」の施設。木工品の展示販売のほか、毎月各種木工教室を開催。ま

た、けん玉製造のほか、製造見学、販売、けん玉教室など技術の継承と普

及を図っている。 

関連 URL https://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp/soshiki/25/12071.html 

 


